SONYe 


4 - 110 - 745-04 ( 2 ) 


SU-FL71L 


お客様 • P ぶ売店様 • 特約店様用 


フロアスタンド 

取扱説明書 

お買い上げいただきありびとうございまず。 


お客様へ 

ホ製品の取り付けロホ、確実な作業がぶ要になります。必ず、販売店や工事 
店にだ辣 I して、安全性に充分考慮して確実な取り付けを行つてくださし、。 
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A 警告]安をのために 


ソニー 製品は安全に巧分配慮して設計されていまず。しか 
し、まちびった使いかたをずると、乂災•感電•転倒•落下な 
どにより人身事故になることびあり危険でず。事故を防ぐた 
めにを全のための注意事項を必ずお守りください。 


対応モデル 

対応モデルについては予吉なく変更になる場合びあります。また、 

し、くつかのモデルは在庫切れになっていることびあります。 

対応モデルし义のをのを取0付けると、落下によるけびや破損の原 
因とな0ます。 


警告表示の意味 

取扱説明書では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよ 
く理觸してか5本又をお読みくださし、。 


_この表示のを意事項を守5ないと、火災•感電‘転倒- 

/ K 警告落下などにより死 t や大けびなどの人身事故につな 
びることがあ0ます。 

I A け± 1この表示のを意事項を守5ないと、けびをした0周 
1/ へ' ± '司 辺の家財に損害を与えたりすることがあ0ます。 


注意を促ず記号 

A A A 

义災 感電 注意 


巧為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 

指示 



地上 ’ BS ’ IIO 度 CS 
デジタル八イビジョン 
液晶テレビ 

SU - FL 71 L 

KDL - 己己 XR 1 

KDL -52 X 5050/52 X 5000/52 X 1 
KDL -52 W 5000 /52 V 5000 /52 V 1 
KDL -46 XR 1 /46 X 5050/46 X 5000 
KDL -46 X 1/46 W 5000 /46 V 5000 
KDL -46 V 3000 /46 V 1/46 F 1 
KDL -40 X 5050/40 X 5000 
KDL -40 X 1/40 W 5000 /40 V 5000 
KDL -40 V 3000 /40 V 1/40 J 5000 
KDL -40 J 3000 /40 F 1 


に008年9月現在) 

上記し义のモデルをお使いの場合は、本製品び使巧でさるかどラか 
はテレビ本体付属の取扱説明書、またはテレビ本体付属の別冊をあ 
わせてご賣ください。 
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lA 警告 I 盛 A 

乂災 感電 

下記のま意事項を守らないと乂災 • 感電 • 転倒. 
落下などにより死 t ： や大けびの原因となりまず。 


組み立て手順に従って、しっかり取り付ける 

ネジびゆるんでいたり抜けていると、スタンドび転倒した 
りテレビび落下して、大けびや破損の原因となることびあ 
ります。 ホ旨'了 

転倒防止の処置をずる 

転倒防止の処置をしないと、スタンドび転倒した0、テレ A 

ビび落下して、けがの原因となることびあります。テレビ ZIa 
と壁などをつないで転倒防止の処置を行ってください。 

堅くて平坦な巧面に設置ずる 


A 注后、 


下記のま意事項を守らないとけわ X をしたり周辺の 
家貝すに損害を与えた0ずることびち0まず。 

組み立てや設置は必ず2人 J ； Lh で行う 

1人で行うと腰を痛めたり、けびの原因となることびありま 
す。また、設置するときは、お子様び近づかないよラにし 
て < ださい。 

スタンドの分解•改造は巧わない 

落下によるけびや破損の原因とな0ます。 


熱いものを直接スタンドに置かない 

熱によ0変色、変形することがあ0まず。 


指 W 


分解禁止 


0 

禁止 


傾いた床面に設置するとスタンドび転倒したり、テレビび 
落下して大けびの原因となることびあります。 

畳、じゅラたん、カーペットなどの上に置く場合は、板な 
ど堅いをのを敷いてください。 


〇 

指 W 


ひび割れび入ったスタンドは使わない 


ほ用上のごま意 

設置について 

• スタンドを組み立てるときは、床に傷びつくのを防ぐため巧包ネオ 
などを敷いてください。 

• スタンドを組み立てる前に、設置場所をきめてください。 


るかのひび割れでち使わないでください。ガラスび割れた 
り、テレビび転倒して、大けびの原因にな0ます。 


0 


スタンドの上に乗ったり、踏み台にしない 


総積載量について 

図に示す賢量以上のわのを載せな 
いでください。指定の質量を超え 
ると、棚板び割れることびありま 


ガラスび割れる、スタンドび転倒する、テレビび落下する 
などの事態び発生し、大けびや死 t の原因となります。 


0 

禁止 


す。 


2 ka 

I _ I 

1― r 


テレビの電源コードおよび接続ケーブルを 
はさまない 

テレビをスタンドに取り付けるとをやスタンドを動かすと 
をは、電源コードおよび接続ケーブルをはさみこまないよ 
ラにする。 ^と 

電源コードおよび接続ケーブルに傷びついて火災や感電の 
原因とな0ます。 

テレビを取り付けたままや、接続機器を収納したまま 
移動させない 

腰を痛めたり、スタンドび転倒して、大けびの原因とな0 
ます。また、接続機器の落下により、ガラスび割れたりして、 
破損の原因にをなります。 


移動について 

無理に動かそラとすると、腰を痛めたり、足をけびしたりする原因 
になりますので、下記のことをお守りくださし、。 

• スタンドを引さず5ない。スタンド底面の部品びはずれて、床に 
傷びつくおそれびあります。 

• スタンドを動かすとさは、手足を底板にはさまないよラにミち意す 
る。 

お手入れについて 

やわ5かい巧で、か5拭をしてください。ミちれびひどいとさは中性 
洗剤を水で薄め、やわ5かい巧に含ませて軽くおを取ってくださし、。 
アルコールやシンナー、ベンジンなどの化学薬品はスタンドの仕上 
げを傷めることがあ0ますので、使わないでくださし、。 
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準備をする 

組み立てる前に 

• ネジに合ったプラスドライバーをご用意ください。 

• 電動ドライバーを使巧する場合、締め付けトルクはおよそ 
1.5 N-m {15 kgf . cm } に設定してください。 

主な仕様 


d 



寸法 ( mm ) 

幻 

1,022 

b 

650 

C 

430 

d 

205 

質量 ( kg ) 

61 


部品を確認する 

• 部品び正しく揃っているかご確認ください。 



® フック 

® 固定ネジ 

⑨ネジ (M6X16) 

禱 

X2 

リリ 1 、 

X2 

X8 

© ネジ (MS X 12) 

⑨ネジ (M4X8) 


X10 

X8 



本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更すること 
びありますび、ご了承ください。 
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台座⑥を取り出ずときのごを意 

台座感はイラストのように2人政上で取り出してくだ 
■ さい。 

重量物ですので搬送の際はごを意<ださい。 



組み立て前に、搬送用の八ンドルを取りがしてくださ 
■ い。 

取り外した部品は、分解して搬送する際必要になりますので 
大切に保管してください。 


八ンドル 



設置をする 


必ず2人な上で組立作業を行ってください。 


D フ□アスタンドを組み立てる 



<•矢印は正面ち向を示します。 




台座カバー©を台座⑥に取り付ける。 



フ□ントカバー⑥を支柱④に取り付ける。 

〇固定ネジ ®(2 本)を支柱®に仮留めする。 
〇フ□ントカバー©を取り付ける。 

包固定ネジ®に本)をしっかり締める。 



巿版の丈夫なひもまたはクサリ感をす柱④に取り付け 
る。 

転倒防止のためにお要です。テレビを取り付けたあとでは、@を®に 
取り付けることびでをません。 
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□ テレビを取 0 付ける 


【1ヶ-ブル類をまとめる 


テレビを支柱®に取り付ける。 

〇テレビに取り付けたフック®を支柱®の取り付け巧に差 
し込む。 

テレビの高さは3段階に選択でをます。 


:注意 


フ□ント カバー© とテレビとの間に電源コードをはさまないよラ 
にしてください。 

〇テレビと支柱®をネジ ( M 6 X 16) ⑥に本)でしっかりと固 
定する。 


ご注意 


締め付けび不十分の場合、テレビびまなからはずれ、落下によるけ 
びの原因となります。 



ケーブル類をテレビに接続したあと、ケーブルをまと 
める。 

電源コードはクランパーで、接続ケーブルはケーブルホルダー 
で固定してください。 


ごま意 


電源]-ドはケース レ ホルダーでまとめないでくださし、。 



Q 転倒防止の処理をする 


センタースピーカーを 取り付けるとき： 

アーム©と棚板®を先に取り付けてから転倒防止の処理を行って 
ください。 

( r センタースピーカーを取り付けるとさ（ホームシアターシステム 
をご使用のとさ)」を参照してください。） 


壁に支柱④を固定ずる。 

しっかりした壁に市販の転倒防止用の取り付け具®を固定し 
て、な)としっか0つなぐ。 
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機戏繫聲饒驟棚などは http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 


フリーダイヤル- 


0120 -333-020 


携帯電話. PHS —— 部の IP 電話… 0466-31-2511 


修理巧談窓 □ 


フリ -ダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話 -PHS - -部の I P 電話..- 0466-31-2 曰31 

※取扱説明書’リモコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 

FAX (共通）0120 -333-38 日 


を記番号へ接続後、 
最初のガイダンスが 
流れている間に 

r2ooj+r#j 

を巧してください。 
直接、担当窓□へ 
おつなぎしまず。 


ソニー 株式会社〒]日 8-日07已東京都港区港南1 -7- 1 


http :// www . sony . net / 


Printed in China 








